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②  要旨   

症例は 77 歳，男性．上皮型悪性胸膜中皮腫の診断で一次治療

のニボルマブ＋イピリムマブの投与を開始したが， 2 コース目投

与前に胸水の増加に伴い呼吸困難が出現した．病勢進行の可能性

があったが，偽増悪（ pseudoprogres s ion）を疑い IC I の投与を継

続した．胸水検査で T 細胞性リンパ球が著明に増加し偽増悪に矛

盾ない所見を確認でき，その後は症状，陰影ともに軽快した．悪

性胸膜中皮腫における偽増悪の報告は稀ではあるが存在し，本例

では胸水のセルブロック検体の病理学的評価が鑑別に有用であ

った．  
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③  キーワード，短縮表題  

悪性胸膜中皮腫，偽増悪，ニボルマブ，イピリムマブ  

Mal ignan t  p l eu ra l  mesothel ioma， Pseudoprogres s ion， Nivolumab，

Ip i l imumab   

 

短縮表題：偽増悪を来したと考えられた悪性胸膜中皮腫  




